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1. 次の 2× 2-行列の逆行列を計算してください:

[

1 −2

1 −1

]

2. 次の行列の対角化を求めてください:

[

3 2

1 4

]

3. 次の主張が成り立つことを示してください:

(a) A を対角行列とするとき，A が可逆となる (つまり逆行列を持つ) のは，A の対角成分がす
べて 0 と異なる，ちょうどそのときである．

(b) 正方行列 A が対角化 U
−1

AU を持つとき，A が可逆であることと， U
−1

AU が可逆である
ことは同値である．

(c) 2× 2-行列 A の固有値が 2 と 3 のとき，A は可逆であることが (a) と (b), および，講義で
の補題 4.3を用いて示せる．

(d) 2× 2 行列 A が U
−1

AU =

[

a1 0

0 a2

]

と対角化されるとき，すべての n ∈ N に対し，

A
n = U

[

(a1)
n 0

0 (a2)
n

]

U
−1 が成り立つ．

4. 2× 2-行列 A が 固有値 1 と −1 を持ち，
[

1

1

]

,

[

2

1

]

がぞれぞれの固有ベクトルのとき，すべ

ての n ∈ N に対し A
n が何になるかを求めてください (ヒント: 3.,(d) を用いる)．


